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102 (232) 第 129巻第3号
での名著とされ，古典的労作の一つにあげられるのは故なしとしない。
(4) 先生り研究は，その後ぽ全く理論問題に進んだ。「市民草命の理論~ (1057年〉から
『経済学から歴史学へ~ (同年)および『産業資本主義の構造理論~ (1960年， w著作集』
第 4巻所収〕へんとオらの薯作に一貫しているのは. w資本論』と『発展』とを接合
Lながら. w資本論』の抽象的な理論を特殊・具体的な資本主義社会の経済構造の分析
のための理論に組みかえるという，前人未踏の意欲にみちている。それは，単に抽象的
な理論構成をめざされたものではなかった。歴史研究からより現代の問題を解明するた
めのものであった。その問題意識が，下谷助教授が紹介きれた研究領域に接続していく
のである。
3 
先生の問題関心は目まぐ若しいほど変化している。歴史研究から現代企業の分析へと
いう風にであるの現代の問題への関心の深まりは6日年安保をきっかけとしている。そこ
には，学問は現代の閉題に応えるべきだという強烈な思いがこめられ亡いた。
先生は，つねに「現実から学び，現代を変革する学問体系をつくれ」といいつづけら
れた。実際，先生の仕事は机の上だけではなく，農村や工場をこまめに歩きj 農民や労
働者と対話しながら生きた現実から新しい理論を作り上げるという作風であった。 w現
代資本主義の企業理論』は，分散マニユ論にはじまる自らの研究史の総括として位置づ
けbオしてU、た。
病魔は，その念願を空しくうちぐだいた。それがもし天命であるというのであれば，
私は天命というものの非情さ目残酷さをうらまずにはおれない。
先生を失ったいま，唯の救いは「堀江英著作集』全四巻を刊行できたことであ
る。そのとき，先生が「有難とう。学者冥利につきるよ」といって私の手を握られた温
顔が，私には忘れられない思レ出としていつまでも匙えっτくる。
先生，永い間ありがとうございました。どうか安らかに御眠り下さ L、。
